
症候が不明でどこの科に紹介してよいかわからない患者様、腎機能の悪い
患者様の他科関連疾患でも可能な限り対応させていただいております。

腎臓内分泌内科
東北医科薬科大学病院・若林病院含め20名（うち女性医師7名）の
常勤医師が所属しています。
腎臓・内分泌疾患をもたれる患者様の総合内科診療を行うことを
当科のモットーとしています。

東北医科薬科大学病院 代表電話番号 ０２２-２５９-１２２１から
診療科長 森 建文 もしくは 腎臓内分泌内科外来、当科当番医まで

① 高齢慢性腎不全患者の生きがいを支援しながら診療しています。
　 （往診などの在宅医療にも対応しています）
② 腹膜透析導入患者数は日本で有数（大学病院では日本一）です。
③ 多発性嚢胞腎の腎嚢胞抑制治療（サムスカ導入）や東北でほとんど行われていない
　 腎動脈塞栓術による腎嚢胞縮小治療を放射線科と共同で開始しました。
④ ほとんどの内分泌疾患に対応していますが、甲状腺疾患県下随一の入院施設で
　 甲状腺クリーゼに対応しています。
⑤ 透析患者様の他科疾患をサポートしています。
　 近年、原則透析を理由には当院受け入れをお断りしておりません。
⑥ 他科受け入れ困難患者を診察させていただいております。

外来は原則予約制ではありますが、急を要する患者様やWalk-inの患者様
は当日対応させていただいております。

●血尿・蛋白尿（試験紙でも可）
●腎機能低下（特にeGFR 45ml/min.以下）
●電解質異常、浮腫、乏尿・多尿、食欲不振
●難治性高血圧症（3剤以上用いる原因不明の高血圧）、若年高血圧
　血漿アルドステロン濃度（CLEIA法）/血漿レニン活性比100以上
　ACTH、コルチゾール、カテコラミン等の異常
●甲状腺異常


